
人にやさしくともに生きる社会をめざして

「赤十字の旗ひるがえる里づくり」をすすめています。

編集と発行／〒０３９－４７１１ 青森県下北郡佐井村大字佐井字糠森２０佐井村役場企画調整課 容’０１７５（３８）２川 Ｎ０．３６６



一
月
七
日
、
新
春
恆
例
の
佐
井
村
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
佐
井
仲
町
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
悪
天
候
に
見

舞
わ
れ
、
ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
が
室
内
に
な
っ
た
こ
と
で
、
分
列
行
進
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
団
員
た
ち
は
、
消
防
団
長
の
年
頭
の
辞
、
村
長
の
訓
示
、
村
議

会
議
長
・
大
間
警
察
署
長
の
祝
辞
を
受
け
、
消
防
団
歌
を
斉
唱
し
、
防

火
・
防
災
活
動
へ
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

現 況 報 告

機械器具点検

銀杯伝達式（永年勤続退団者）

佐井村消防団長表彰（精勤章）

表彰を受けたみなさん

銀 杯 伝 達 式（永年勤続退団者）

佐井村消防団長表彰（精勤章）



今年も村内の各地区で、新春恒例のさまざまな行事が行われました

原田小学校で、地区の老人クラブとの交流

会を兼ねて「餅つき大会」が行われました。

生徒たちは、重いきねをなんとか持ち上げ、

一生懸命ついていました。

その後、老人クラブ のみなさ んの手ほどき

を受けながら、自分たちのついた餅で、あん

ころ餅やのし餅づくりにも挑戦しました。

「’いただきます」のかけ声とともに、みん

なおいしそうに食べていました。

１月１５日、牛滝地区の伝統行事「おこもり」

が神明宮で行われました。

午後９時、参力［］者の前に、山盛りのご 飯や

八杯汁など、古＜からのお膳が並 べられ、一

番膳がスタート。「めし ーつ！」「しる一つ！」

のかけ声が飛び交い、給仕役にせかされなが

ら、腹いっぱいになるまで続けられました。

今度は、給仕役が食べる側に回り、二番膳、

三番朏と続き、地区は、夜遅＜まで熱気に包

まれました。

１月１９日、佐井村保育所で 厂たこあげ大会」

が行われました。

この日も厳しい寒さでしたが、「子供は風の

子」、元気いっぱいに走り回っていました。

時折風向きが変わる難しいコンディション

でし たが、うま＜風をとらえて高＜上がる凧

もあり、子供たちは大喜びし ていました。

凧上げを楽しんだ後は、水力水力のおいも

を食べ、寒さで冷えきったからだを温めてい

ました。



防災行政無線システム
村内の全世帯に受信機が配備されます

防災無線戸別受信機の取扱いについて

’１．装置左側面の電源スイッチは常時「電源入」にしておいてください。

２．電源プラグは、必ずコンセントに差し込んでおいてください。抜いたままにしておきますと乾電

池の液漏れで故障の原因となります。電源ランプが点滅のときは乾電池が切れていますので「１

年に１度」年末などに交換してください。古い乾電池では停電の時に聞こえない事があります。

乾電池は、正面下側に電池が４本入るようになっていますので十と一を間違えないように入れて

ください。

３．「音量」調節ボリュームで放送音が適度な音量になるようにしてください。右側にまわすと音が

大きくなります。ボリュームを小さくしていても災害などの緊急放送のときは、大きな音が出る

ようになっています。

∠匚 戸別受信機には、「漁業者登録」「消防団員登録」「各地区登録」がされていて、例えば福浦地区

の放送は、福浦の人にだけしか聞こえないようになっています。そのため村内で住所移転をした

時などには「地区登録」を変える必要がありますので、役場へ連絡をしてください。また、世帯

が転出し誰も住まない場合には、戸別受信機を返還してください。学校の先生については、転出

後に新しい先生が教員住宅で使いますのでそのままにしておいてください。

５．戸別受信機の使用にあたっては細心の注意を払ってください。故意又は不注意により破損した場

合は、実費弁償（３７，０００円）していただくこともあります。

※ご不明な点などありましたら役場総務課までお問い合わせください。 登⑧２１１１

乾電池の交換について

壁掛け形は、必ず取り外してテーブルなど、安定し

た上に寝かせて行ってください。

①装置の電源スイッチを「切」にし 、ロッドアン テ

ナを縮め、電源コードのＡｏプラグを「Ａｏｍｏｖ」

からぬいてください。

②電池ブタの「Ξ①」を指で押し 下方〔占〕に下げて＜

ださい。

③図のように、匠 昃］を指で押し上げてから乾電池を

取り出してください。

④乾電池①側を装置の① 側に当てて押し上げ、挿入

し てください。

⑤電池ブタを上方向に、カチッと音がするまでスラ

イドしてください。

⑤①と逆の順番で装置を設置してください。

注意 乾電池 の交換 は１年ご と、又 は正面の電源ランプが点 滅及び放 送終了後にアラ ーム音が嗚った時は必ず行ってください。

液漏 れの原因 になり ます。



知っておきたい自分の車

車

は
大
別
す

る
と
、
Ｍ
Ｔ

車

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

車
）
と
Ａ
Ｔ

車

（
オ
ー
ト

マ
チ
ッ
ク
車
）
に
分
か
れ
、
さ
ら
に
、

Ｆ
Ｒ
車
、
Ｆ
Ｆ
車
、
４
Ｗ
Ｄ
車

が
あ
り
、

そ
の
機
能
や
特
性
も
さ
ま
ざ
ま
で
す

。

冬

道
で
は
、

そ
の
機

能
や
特

性
の

違

い
に
よ

っ
て
動
き
方

が
変
わ
り

ま

す
の
で
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

自

分
の
車

の
機
能

や
特
性
を
知

る

こ

と
は
、
安

全
運
転

に
つ
な

が
り

交

通
事

故
防
止

に
役
立

つ
こ

と
は

い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

肝

心
な
の
は
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
す
。

ス
ピ

ー
ド
を
出

し
て

の
走
行
は

ど

ん
な
車
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。

車の機能特性と冬道の安全運転

●急 激なクラッチ操作 はスリ ップ を招 きや

すい。通常 の制動時 は、 まずブレ ーキだけ

を踏み、 クラッチ は止 まる寸前 に切 る。

●発 進性 能や登坂性 能は優 れているが、制動

性 能は基 本的 に２ＷＤと変 わらない。 また、

カーブや複雑 なわだちでは進路を乱しやすい。

●下り坂で不用意 にブレ ーキを踏 むとス

キッド を招 きやすい。 また、カ ーブ途 中

で急 にアクセルを戻 すと、 スピ ンにつ な

がる恐 れもある。

●いつ もＤ レンジのままで走 るのは要注意。 坂

やカーブ に進入する前 など、 道路や路面の状況

に応じて、適切にシフト ダウンすることが必要。

●ＦＦ車 に比べ方向 の安定性 を失いやすく、

特 にカーブ などで アクセ ルを踏み過 ぎると

スキッド を趁こ すので、十分注意が必要Ｏ

●ＡＢＳ作 動時の制動距離は最短 とは

隕らないＯ特 にアイスバ ーンでは、

ロ ックブレ ーキよりも制動距離が長

くなるこ ともあ り、過信は禁物。

平

成

１２

年

４

月

１

日

か

ら

”
チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

の

着

用

義

務

化

”

※
１ １

匹
一一
匹
お

と
い
一一一一
児
用

補
助

装
置

使
用

義
務

違
反

」
で
罰

せ
ら

れ
ま

す
。

臻

必
賈

チ
ｔ
イ
ル
ド
Ｔ

卜
／・

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し

て
い
な
か
っ
た
幼
児
の
致
死
率
は
、

着
用
し
て
い
た
幼
児
の
約
四
倍
で

す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用

し
て
い
な
い
と
、
衝
突

や
急

ブ

レ
ー
キ
の
時
、
子
供
は
ふ
ん
ば
る

こ
と
が
で
き
ず
、
車
の
窓
に
激
突

し
た
り
、
車
外
に
放
り
出
さ
れ
た

り
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

体
格
に
合
わ
せ
て
使
い
ま
し
よ
う
。

基
準
に
適
合
し
た
も
の
を
使
用

し
、
取
り
付
け
た
と
き
座
席
に
し

っ
か
り
と
固
定
で
き
る
も
の
、
着

脱
が
簡
単
に
で
き
る
も
の
、
衝
撃

を
受
け
た
と
き
幼
児
が
ケ
ガ
を
す

る
恐
れ
の
少
な
い
も
の
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

幼
児
の
発
育
程
度
に
応
じ
た
形

状
の
も
の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

乳
児
用
シ
ー
ト
（
ペ
ビ
ー
シ
ー
上

＝
新
生
児
～
９
ヶ
月
頃
ま
で
体
重

９
にＩ一
。以
下
、
身
長
７０
皿
未
満

幼
児
用
シ
ー
ト
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
）
＝
４
ヶ
月
～
４
歳
頃
ま
で
体

重
７
面
～
１８
面
、
身
長
１００

皿
未
満

児
童
用
シ
ー
ト
「
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
上

＝
土

成
～
１０
歳
頃
ま
で
体
重
１５
」叫

～
３５
面
、
身
長
誣
四
未
満

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
認
定

マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
使
い
ま

道
路
運
送
車
両
法
の
保
安
基
準

に
適
合
し
た
も
の
と
し
て
、
運
輸

大
臣
が
指
定
し
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
に
は
、
次
の
よ

う
な
マ
ー
ク
が
つ

い
て
い
ま
す
。

』

適
用
が
除
外
さ
れ
る
場
合

▽
疾
病
の
た
め
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
療
養
上

適
当
で
な
い
と
き
。

▽
座
席
の
構
造
上
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
が
不
可
能
な
と
き
。

▽
事
業
用

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
。

▽
身
体
上
の
理
由
で
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
が
困
難
な
と
き
。

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
す

る
と
全
員
が
乗
車
で
き
な
く
な
る

▽
病
気
や
迷
子
な
ど
で
、
緊
急
に

運
搬
す
る
と
き
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
後
部
座

席
へ
の
装
着
が
基
本
で
す
。
ゆ
る

み
、
ガ
タ
つ
き
が
出
な
い
よ
う
座

席
に
し
っ
か
り
と
据
え
付

け
ま

し
ょ
つヽ
。



保膨碌痂＝釼

むし歯と歯周病ＩＩ

失
う
前
に
気
づ
き
た
い

歯
の
大
切
な
役
割

歯
の
大
切
さ
は
、
失
っ
て
か
ら

は
じ
め
て
わ
か
る
も
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
不

便
な
思
い
を
し
て
は
じ
め
て
、
歯

が
ど
ん
な
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
か
を
実
感
し
ま
す
。
失

っ
て
か
ら
後
悔
を
す
る
の
で
は
な

く
、
今
か
ら
歯
の
健
康
を
保
つ
よ

う
努
め
ま
し
ょ
う
。

話
し
て
、
笑
っ
て
、

毎
日
を
楽
し
く

ふ
だ
ん
は
意
識
し
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
友
達
や
仲

間
と
話
す
こ
と
、
笑
う
こ
と
、
歌

う
こ
と
な
ど
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
も
歯
は
犬
切
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
そ
こ

か
ら
空
気
が
も
れ
て
し
ま
い
発
音

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、

○
前
歯
が
抜
け
た
と
き

サ
シ
ス
セ
ソ

が
う
ま
く
発

タ
チ
ツ
テ
ト

｝
音
で
き
な
い

○
奥
歯
が
抜
け
た
と
き

｛

ヒ
フ
ヘ
ホ

が
う
ま
く
発

ラ
リ
ル
レ
ロ

｝
音
で
き
な
い

ま
た
、
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
が

原
因
で
起
こ
る
口
臭
や
歯
並
び
の

乱
れ
な
ど
が
気
に
な
っ
て
い
る
と

人
前
に
出
る
こ
と
に
消
極
的
に
な

り
ま
す
。
あ
る
調
査
で
は
、
歯
の

健
康
な
お
年
寄
り
ほ
ど
積
極
的
に

外
で
行
動
し
て
い
る
と
い
う
結
果

も
出
て
い
ま
す
。

（

十
歳
で
二
十
本
以
上
の

歯
を
保
と
う
／

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
、
人

生
八
十
年
の
時
代
を
迎
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
歯
の
寿
命
は
大
変

短
く
、
ま
だ
五
十
年
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
。

単
純
に
考
え
る
と
、
老
後
の
長

い
年
月
、
歯
の
な
い
暮
ら
し
を
送

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
日
頃
か
ら
歯
の
健
康

管
理
に
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
、
八

十
歳
で
二
十
本
以
上
自
分
の
歯
を

保
つ
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

歯によって大きく違う平均寿命

歯 の寿 命 は４０年 から６０年

永久歯が生えてくるのは５歳から１０歳ぐらい
にかけてですので、歯の寿命に５～１０年を加え
た年齢が歯の抜ける年齢となります。

●子どもの歯
子どものとき の乳歯はどう せ生え変 わ

るのだからむし歯になっても いい、なん

て思っていませんか。

乳歯は、後から生えてくる 永久 歯の方

向や場所などに影響を与えますので、乳歯にむし歯

ができてしまうと、永久 歯の歯並び が悪くなったり、

かみ合わせが合わなくなってしまいます。

また、子供のときからしっかりと 歯みがき の習慣

をつけ、かみごたえのある食べ物で歯ぐさとあごを

きたえておけば、Ｂ０２０ 達成がぐ っと身 近になっ

てきます
Ｏ

子供が小さいときにはしっかりと みがいてあげ、

自分でみがけるようになっでも 、し ばらく の間はお

父さんやお母さんが仕上げみがき をし てあ げるよう

にし、正しい歯みがき を習慣づけよし ょう 。

●高齢者の歯
いくら丈夫な歯でも長い 間使い続け

ていると、歯がすり減ってき たり、歯

ぐ きが下かって、歯の根元 がみえてき

たりします。また、誤った歯みがきの

方法を続けていると 、歯にくさ び状のへこ み

ができてきたり します。

このような部分は歯の表面 の最も 硬いエナ

メル質が摩耗している ので、むし 歯になりや

すいものです。

高齢期を迎えても 、なる べく多く自分の歯

を残せるように、毎日しっかりと 歯を みがく

ようにしましょう。

ち よつと ＤＥ 提供 食生活改善推進員

～乳製品を料理に使つてみませんか～

オレンジムース

（１人分 １３７ｋｃａｌ）

オレンジジュース ５０ｃｃ

砂糖 小さじ２

粉ゼラチン ２９・水 １０ｃｃ
白ワイン 小さじ晦

レモン汁 小さじ１

エバミルク（冷やす）Ｚ５９

オレンジ １切れ
ミントの葉 １枚

＜作り方＞

応分墅の水にゼラチンを入れてふやかす。

②オレンジジュースを鍋に入れて温め砂糖を入れて溶か

し火をとめる。

③ゼラチンを加えてよく溶かし火をとめる。

④冷えたエバミ ルクを清潔で裝いたぷールに入れ３倍く

らいになるまで，あわ立てる。

⑤③のゼラチン液を，氷水で冷やしながら混ぜ，少しと
ろみがついたらエバミルクを入れて混ぜる。

⑤器に流し入れて冷やし固める。オレンジとミントをか

ざる。



第４回（全６回）
どんなサービスが受けられるの？

ＰＡＲＴＩ・在宅サービス
在宅でサービスを受ける場合、要介護度に応じた範囲内で、心身や家庭の

状況などに適した居宅サービス計画（ケアプラン）を作ることができます。

＜介護保険で受けられる在宅サービスの種類＞

● 家 庭 を訪 問 す る サ ービ ス

【訪問介護、訪問入浴介護】

ホームヘルパーの訪問、入浴チームの訪問など

● 日 帰 り で 通 う サ ービ ス

【通所介護】

デイサービスなどの通所

● 施 設 へ の 短 期 入 所 サ ービ ス

【短期入所生活介護、短期入所療養介護（ショートステイ）】

特別養護老人ホームや老人保健施設などへの短期入所

● 福 祉 用 具 の 貸 与 ・購 入 や 住宅 の改 修

【福祉用具の貸与】

車いすや特殊寝台などの貸与

【福祉用具の購入費の支給】

腰かけ便座、入浴用いすなど購入費の支給

【住宅改修費の支給】

手すりの取り付けや段差の解消などへの支給

☆サービスの内容は、市町村により異なりますが、居住地域

以外の市町村でもサービスを受けることができます。

お問い合わせは、佐井村役場 住民福祉課へ

厚生省 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｈｗ．９０．ｊｐ



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

交 通 事 故 死 ゼ 囗

みんな で達成しよう ！

次 の目 標 は１．０００日

ただいまの記録（２／１現在）

７ ８ ７ 日

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
今
年
の
四
月
か
ら
六

歳
未
満
の
幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
稗

づ
け

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
村
で
も
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
普

及
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
検
討
中
で
す
が
、
第

一
彈
は
、
昨
年
の
十
一
月
の
村
内
全
世
帯
へ
の
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
。
そ
し
て
、
今
回
第
二
彈
と
し
て
、
青
森

県
交
通
安
全
協
会
と
大
間
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
装
着
方
法
な
ど
を
含
め
て
の
講
習
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子 供 の 体 に 合 う も の

チャイルドシートには、大きく分けて、乳児用、幼
児用、学童用と３つのタイプがあります。子供の成

長に合ったものを選びましょう。（実際に子供に座

らせてみて体格に合ったものを選びましょう。）

● 乳児用

新生児～９ヵ月位までの

乳児に使用します。

●幼児用

４ヵ月位～４歳位までの

幼児に使用します。

●学童用

４歳位～１０歳位までの

子供に使用します。

※適用年齢はあくまで目安であり、子供の体格や製品によって異なります。

こ
の
講
習
会
は
、
「
交
通
安
全

母
の
会
定
時
総
会
」
の
開
催
に
あ

わ
せ
て
行
い
ま
す
が
、
母
の
会
の

会
員
に
隕
ら
ず
、
実
際
に
六
歳
未

満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
の
方

に
來
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
遠
慮
せ
ず
に
会
場
ま
で

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
展
示
の
ほ
か
、
県
か
ら
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
普
及
指
導
員
を
招

き
、
自
動
車
の
座
席
へ
の
装
着
実

技
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
度
『
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
定
時
総
会
』
を
開
催

し
ま
す
。

■

日
時

二
月
六
日
（
旦

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

講
習
会
終
了
後

■

場
所

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル

総
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

・
平
成
十
一
年
度
に
活
動
し
た

こ
と

・
平
成
十
二
年
度
に
活
動
す
る

こ
と

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
カ
ラ
オ

ケ
や
踊
り
の
発
表
な
ど
、
楽
し
い

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
会
員
で
な
い
方
も
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

昨年の定時総会 の様子 です。こ の後、懇親会 が行 われました。

送迎バスを配車します

のでご利用ください。

牛滝：中西総代宅前

９時発

福浦：旧センター前

９時３０分発

長後：消防屯所前

９時４５分発

磯谷：センター前

９時５５分発

矢越：消防屯所前

１０時 ５分発

原田：漁協支所前

１０時発

センター前

１０時 ３分発

川目：センター前

１０時１５分発



～

ら
佐
井
駐
在
所

昔
⑩
２
２
１
８

平

成

Ｕ

年

度

警

察

功

労

者

に

生
活
安
全
功
労

若

山

一

雄

さ
ん

交
通
安
全
功
労

島

野

芳

弘

さ
ん

両
名
に
大
間
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状

平
成
十
一
年
度
の
警
察
功
労
者

に
大
間
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
個
人
に
対
す
る
表
彰
は

生
活
安
全
功
労
者
と
し
て
、

佐
井
郵
便
局

若
山
一
雄
さ
ん

交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
、

島
野
自
転
車
店

島
野
芳
弘
さ
ん

の
二
人
で
、

こ
の
ほ
か
に
団
体
表
彰
と
し
て
、

生
活
安
全
功
労
で

佐
井
村
立
佐
井
中
学
校

防
犯
指
導
隊
佐
井
支
隊

交
通
安
全
功
労
で

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

に
そ
れ
ぞ
れ
署
長
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
活

躍
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

島野 芳弘 さん 若山 一雄 さん

人

命

救

助

で

表

彰

昨
年
の
十
一
月
に
原
田
沖
で
発

生
し
た
人
命
救
助
に
対
し
、
大
間

警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
矢
越
地

区
居
住
の
舘
脇
純
一
さ
ん
で
、
舘

脇
さ
ん
は
、
一
人
で
漁
に
出
て
い

た
と
こ
ろ
、
船
か
ら
転
落
し
て
遭

難
し
て
い
る
漁
師
を
発
見
し
、
直

ち
に
救
助
し
た
も
の
で
す
。

舘
脇
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あなたは締めてますか？
県
内
各
地
で
交
通
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
無
理
な
追
い

越
し
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が

大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

冬
道
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に

・
一
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

・
二
倍
の
車
間
距
離

・
三
分
早
め
の
出
発

を
心
が
け
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
っ
か
り
締
め
て
、
安
全
運
転
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

近

所

で

声

を

か

け

合

お

う

下
北
地
区
で
空
き
巣
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
と
な
り
近
所
に
二
戸

か
け
て
出
掛
け
る
の
は
泥
棒
を
防

ぐ
の
に
大
変
有
効
で
す
。
一
声
か

け
て
戸
締
ま
り
を
し
っ
か
り
し
て

か
ら
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

防

犯

指

導

隊

紹

介

先
月
号
に
引
き
続
い
て
、
佐
井

村
の
防
犯
活
動
を
支
え
て
い
る
防

犯
指
導
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

島野 優さん

保

育

所

で

も

ち

つ

き

保
育
所
か
ら
応
援
要
請
が
あ
り

佐
井
消
防
分
署
の
職
員
三
人
と
と

も
に
餅
つ
き
の
応
援
に
出
動
し
ま

し
た
。
事
件
事
故
の
発
生
が
一
件

で
も
少
な
く
な
る
よ
う
に
祈
念
し

て
手
伝
い
ま
し
た
。



佐井村季節労務者協議会

残念ながら最後の懇談会となりました 佐井村季節労務者協議会会長によるあいさつ

一
月
五
日
、
佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
安
全
祈
願
祭
」
が
箭
根
森
八
幡
宮
で
、
ま
た
、「
第

三
十
五
回
定
期
大
会
」
が
引
き
続
き
ア
ル
ザ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
三
十
五
回
を
迎
え
た
こ
の
会
は
、
こ
れ
ま
で

季
節
労
働
者
の
求
人
減
少
や
賃
金
減
収
匸

雇
用
期
間
や

福
利
厚
生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、
労
働
者

と
し
て
の
権
利
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
大
変
な
努
力

を
重
れ
、
多
大
な
功
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、
役
員

の
高
齢
化
な
ど
を
理
由
に
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
今
回
で

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

歴 史 と は 何 か ？

辞書によれば、人間社会が経て来た流動・変遷の姿、その記録とあり

ますが、１月５囗の佐井村季節労務者協議会定期大会も３５回目、長い歴

史を経て、遂に解散することになりました。

３５年という歴史は、偉大であり尊いものであります。時代の変遷の流

れに抗することができませんでした。本当に残念でなりません。出稼労

働者の置かれている立場は、これから２工世紀に向けて益々厳しく劣悪に

なっていくものと思われます。

３５年間の闘いの中で、政府や、労働省・農水省・建設省へ交渉に出向き、

勝ち取ってきた成果も大きいものがあります。出稼運動は牛歩のような

歩みと、忍耐力が必要です。寄宿舎の完備、退職金制度、有給休暇、賃

金不払いの一掃など、成果も一杯ありますが、この成果が再び覆されな

いとも限りません。

しかしながら、笛吹けども踊らずでどうにもなりません。集まった人

の中にも、「このまま続けるべきだ」との意見と、「集まらないのでは続

けることは困難だ」との意見でしたが、役員の高齢化で限界でもある関

係上、潮時ではないかと思い決定した次第です。本当に長い間、村当局、

関係者のみなさんにご協力していただき、心から感謝の意を表します。

有難うございました。

平成１２年１月６［］

佐井村季節労務者協議会会長

長 後 雄 二
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東京青森県 人佐井同郷会

十

二
月

十
九

囗
、
東

京

都

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

で

「
東

京
青

森
県

人
佐
井

同

郷

会
」

が

開
催
さ

れ
ま

し
た

。

一
年

に
一
度

の
再
会

（
佐

井
会

）

を
楽
し

も
う

と
、
今

回

は
約
四

十
名

の
会

員

が
参

加

し
ま

し
た

。

参
加

者
の
み

な

さ
ん
は

、

時

間

が
経

つ
の
も
忘

れ

る
ほ

ど
大

い
に
盛
り

あ

が
り
、

ビ

ン

ゴ

ゲ
ー

ム
や

カ
ラ
オ
ケ

で

自

慢

の
ノ

ド
を

披
露

す

る
な

ど
、
和

気
あ

い
あ

い
と
し

た

雰

囲
気

の
中

で
、

久
し

ぶ
り

の
再
会

を
楽
し

ん
で

い
ま

し

た
。

「ラ ブ リ ー さ い」発 送 式

十
二

月
二

十
一

囗
、

ア
ル

ザ
ス

で
、「

ラ

ブ
リ

ー
さ

い
」

ふ

る
さ
と

パ
ッ
ケ

上

ン
の
発

送
式

が
行

わ
れ
ま

し
た

。

新

巻
鮭

や
い
く

ら
、

甘
塩

ウ

ニ
な
ど

、
お
正
月

用

の
特

産
品

が
手

際
良
く

パ
ッ
ケ

ー

ジ

さ
れ
、

す

べ
て
の
荷

づ
く

り

が
終
了

す

る
と
、

一
つ

ず

つ
大

切
に

郵
便

局
の
ト

ラ

ッ

ク
に
積
み

込
ま

れ
、

全
国

の

会
員

に
向

け
て

発
送

さ
れ
ま

し

た
。

号

透
は

、
七
月

と
十
二

月

の
年
二

回

行
わ

れ
て

い
ま
す

の

で
、
み

な
さ

ん
も

、

ぜ
ひ

ご
利
用

く

だ
さ

い
。

保 育 所「新 年 こ ど も 会」

一
月
七

日
、

佐
井
村

保
育

所

で

、
「
新

年

こ

ど

も

会
」

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

子

ど

も
た
ち

は
、
元

気

に

大
き

な

声
で
、

先
生

や

お
友

達

と
新
年

の
あ

い
さ
つ
を
交

わ

し
ま
し

た

。

そ
し

て
、
子

ど

も
た
ち

が

一

番

楽

し

み

に

し

て

い

た

「
す

ず
当

て

ク
ジ
引

き
」
で
、

今

年

の
運
だ

め
し

。

ク
ジ
を
引

く
た

び
に

、
会

場

の

あ
ち

ら
こ

ち

ら
で

歓
声

が
あ

が
り
、

大

・
小

さ

ま
ざ

ま
な

す
ず
を

手
に

し
た

子
ど

も
た

ち
は
大

喜
び

し
て

い
ま

し
た

。

佐 ＃
Ｗ 洵Ξ匝｜ 売り上げ金を地域のために

佐
井

青
年

団
は

、
昨

年

の

十
月

に
開

催
さ

れ
た

「
ふ

る

さ
と

フ
ェ

ア
」

で
実
施

し
た

フ
リ

ー

マ
ー
ケ

ッ
ト

の
売
り

上
げ

か
ら

、
佐
井

小

学
校
、

佐
井

中
学

校
、
佐

井
村

保
育

所
へ

、
要

望

さ
れ

た
物
品
（
佐

井
小
・
：
ブ
ラ
ス

バ
ン

ド

の
指

揮

者
用
羽

根
付
帽

子

、
佐
井

中

：
図

書
券

一
万

円

分
、

保

育
所

…
当

た
り

鉦
）

を
寄

贈

し

ま
し

た
。

長

尾

純

団

長

は

、
「
こ

れ

か

ら
も
地

域

の
た

め
に
、

さ

ま

ざ
ま

な
活
動

を
展

開
し

て

い
き

た

い
」
と

話
し

て

い
ま

し

た

。



お知らせ

コーナー

国

民

年

金

の

任

意

加

入

高
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
に
な
る
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
海
外
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以

上
六
十
五
歳
未
満
の
日
本
人

②
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

資
格
期
間
の
足
り
な
い
人
や
、

過
去
に
未
納
期
間
な
ど
が
あ
り

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
六
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
人

③
六
十
歳
未
満
で
厚
生
年
金
保
険

ま
た
は
各
種
共
済
組
合
の
老
齢

（
退
職
）
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人

①
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
人
（
た
だ

し
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た
す

ま
で
）
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
な

ど
を
合
わ
せ
て
、
二
十
五
年
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
六
十
歳

に
な
っ
て
も
期
間
が
不
足
し
て
い

た
り
、
資
格
は
満
た
し
て
い
て
も

未
納
期
間
が
あ
る
た
め
年
金
額
が

低
い
場
合
に
、
よ
り
高
額
の
年
金

を
受
け
た
い
人
は
任
意
加
入
で
き

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係

公
⑩
り乙
１
１
１

圖

鑾

な
皷

髻

髢

屋

鑾

三
つ
の
年
金
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
基

礎
年
金
に
は
、
次
の
三
つ
の
年
金

が
あ
り
ま
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま

で
の
四
十
年
間
、
全
期
間
保
険
料

を
納
め
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
満

額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
次
の
期
間
を
合
算

し
二
十
五
年
以
上
あ
れ
ば
納
め
た

期
間
に
応
じ
万
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
、
ま
た

は
免
除
を
受
け
た
期
間

②
厚
生
年
金
（
船
員
保
険
）
や
共

済
組
合
に
加
入
し
た
期
間

③
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期

回
①
合
算
対
象
期
間
（
国
民
年
金
に

任
意
加
入
で
き
た
が
加
入
し
な

か
っ
た
期
間
、
厚
生
年
金
の
脱

退
手
当
金
を
受
け
た
期
間
な
言

奈
合
算
対
象
期
間
と
は
年
金
額
の

計
算
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
資
格

期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
加
人
中
に
病
気
や
ヶ

が
で
障
害
に
な
っ
た
と
き
や
、
二

十
歳
前
か
ら
障
害
が
あ
っ
た
と
き

に
そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
り
支
給

さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免

除
期
間
が
合
わ
せ
て
三
分
の
二
以

上
あ
る
か
、
初
診
日
前
の
一
年
間

に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
良

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
の
あ

る
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
人

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
十
八
歳
未
満
（
障
害
者
は
二
十

歳
未
満
）
の
子
の
あ
る
妻
、
ま
た

は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
死
亡
日
前
の
加
入
期
間
の
う
ち

に
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と

免

除

さ

れ

た
期

間

が
合

わ
せ

て

三

分

の

二
以

上

あ

る
こ

と

。

②

死

亡

前

の

一
年

間

に

保

険
料

の

滞

納

が
な

い
こ

と

。

③

す

で

に

老

齢

基

礎

年

金

の
受

給

資

格

期

間

を

満

た

し

て

い
る
こ

そ

の
ほ

か
、

国

民

年

金

に

は

、

付

加

年

金

・
寡

婦

年

金

・

死

亡

一

時

金
と

い
う

給

付

も

あ

り

ま

す

。

■

問

い
合

わ
せ

む

つ
社

会

保

険

事

務

所

昔
⑩

り乙
ｎ
乙
７

８

住

民

金

融

公

庫

の

返

済

方

法

変

更

で

き

ま

す

住
民

金
融

公

庫

の
住

宅

ロ

ー
ン

を

返

済

中

で

、
失

業

や
収

入

の
減

少

な

ど

で

返

済

に

お
困

り

の
方

に

次

の

よ
う

な

返
済

方

法

の
変

更

を

実

施

し

て

い

ま
す

。

①

返

済
期

間

の
延

長（
最

長

十

年

）

⑤

兀
金

据

置

期
間

の

設
定

（

最
長

三

年

）

⑤

兀
金

据

置

期

間

中

金
利

引

下

げ

■

取
扱

期

間

平

成

十

二

年
三

月

ま

で

■

問

い
合

わ

せ

○

住

宅

金

融
公

庫

東

北
支

店

昔
０

２

２
－

２

２

７
－

５

０

０

３

０

返

済

中

の

金

融

機

関

相

談

コ

ー

ナ

ー

佐井村に新しい商店街 潮 風 協 同 組 合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し∬

（第３日曜日は定休日）



最

低

賃

金

ク
リ
ア
し
ま
し
よ
う

青
森
県
の
最
低
賃
金
は
、
平
成

十
一
年
十
月
一
日
か
ら

●
日

額

四
、
七
五
七
円

●
一
時
間

五
九
五
円

と
な
り
ま
し
た
。

兄

だ
し
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
な
ど
は
算
入
さ

れ
ま
せ
也

青 森県 産業 別最低 賃 金 ・平成１１年１２月２１日から
－

問
い
合
わ
せ

青
森
労
働
基
準
局
賃
金
課

昔
Ｏ
↓
７
７
⑩
４
↑
上
１
４

交

通

災

害

共

済

加
入
し
ま
し
よ
う

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

三
月
三
十
一
日
で
共
済
期
間
が
満

期
に
な
り
ま
す
。
た
だ
い
ま
新
規

加
入
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
か
ら
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ

ひ
加
入
さ
れ
る
よ
う
ぉ
す
す
め
し

ま
す
。

加
入
の
方
法
は
、
各
家
庭
に
配

ら
れ
た
交
通
災
害
共
済
の
加
入
票

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
会
費

一
人
三
五
〇
円
を
添
え
て
三
月
三

日
ま
で
行
政
連
絡
員
ま
た
は
地
区

総
代
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
学
童
団
体
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
な
ど
で
取
り
ま
と
め
し
ま
す
。

会
費
一
人
三
〇
〇
円
）

な
お
、
三
月
三
日
以
降
は
、
左

記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課

昔
⑨
り乙
１
１
１

子

育

て

メ

イ

ト

ご
相
談
く
だ
さ
い

「
子
育
て
メ
イ
ト
」
は
、
み
な

さ
ん
の
ご
近
所
に
住
む
、
子
育
て

経
験
豊
富
な
方
々
が
、
現
在
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
達
の
子
育
て
に

関
す
る
悩
み
や
不
安
な
ど
に
つ
い

て
、
自
分
の
経
験
を
も
と
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
宅

に

お
し

ゃ
ま

し

た

り

、

道

端

で
声

を

か
け

た

り

す

る

こ

と

も

あ
り

ま

す

が
、

話

さ

れ

た

内

容

を

他

人

に
漏

ら

し

た

り

す

る

こ

と

は

あ
り

ま

せ

ん

の
で

、

ぜ
ひ

お

気

軽

に

ご
相

談

く

だ

さ

い
。

○

奥

本

昌

子

（
古

佐

井

）

０
（
§
）＜Ｘ
１

」Ｏ

○

竹

内

玲

子

（
古

佐

井

）

公
⑩
ｎ
乙
１

３
ｎ
乙

○

松

谷

三

枝

（
大

佐

井

）

公
⑩

り乙
冖ｎ
）
１

１

０

館

脇

昌

子

（
矢

越

）

昔
⑩

４

３
（
‥ぴ
ｒ
Ｄ

○

横
浜

志

保
子

（
磯

谷

）

昔
⑩

４

３

９

″｛‥｝

■

問

い
合

わ

せ

役
場

住

民

福

祉

課

住

民

係

昔
⑨
ｎ
乙
１

１

１

ス

ポ

ー

ツ

安

全

保

険

文
化
活
動

も
対
象
に
な
り
ま
す

ス

ポ

ー

ツ
安

全

保

険

は

、

傷

害

保

険

と

賠

償
責

任

保

険

お

よ

び

共

済
見

舞
金

を

組
み

合

わ

せ

た

総

合

保

証
制

度

で
す

。

ス

ポ

ー

ツ
活

動

だ

け

で

な

く

、

コ

上

フ
ス

、
料

理

教
室

な

ど

の
文

化

活

動

も
対

象

に

な
り

ま

す

。

万

一

の
事

故

に
備

え

て

、

ぜ
ひ

こ

の

保
険

へ
加

入

し

ま

し

ょ
う

。

■

受

付

期

間

平

成
十

二

年

三

月

よ

り

」

保

険

期

間

平
成
十
二
年
四
月
一
日
～

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日

■
掛
金

中
学
生
以
下
の
団
体

四
五
〇
円

大
人
の
団
体

コ

四
〇
〇
円

■
補
償
金

入
院

一
日
に
つ
き

四
、
〇
〇
〇
円

通
院

一
日
に
つ
き

二

五
〇
〇
円

※
こ
の
他
、
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
な

ど
の
加
入
も
扱
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

剛
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

青
森
県
支
部

公
０
１
７
７
⑩
６
９
８
４

むつ科学技術館だより
【冬 季 イ ベ ン ト ア ニ メ 上 映 会 の お 知 ら せ 】

むつ 科学 技 術館で は ２月１３日（日）に 冬季 イ ベン ト ア ニメ 上映 会

をおこ な い ます。ご 来 場のお 客 様、先 着１００名 様 にステ 半なプ

レ ゼン ト を用 意し て 、お 待ちし て おり ま す。

ア ニメ 上映会 …『ポ ケ ッ ト モ ン ス タ ー 』

（ピカチュウ探検隊・幻のポケモンルギア煖誕）

上 映時 間 ①９：４５～１１：３（）②１２：３０～１４：１５ ③１４：３０～１６：１５

工 作教 室…『オリジ ナ ル「たこ 」を 作ろ う。２（定 員３０名）

探 求コ ーナ ー…『超 低 温の 世界』。「電気 の 不思 議を 調べ よう」

ノむつ税務署からのお知らせ／

税務署で は、「申告者が 自ら正 しい申 告と納税を行う」 と

いう申告納税制度の趣旨から、確定申告書などの「 自書申告」

を推進してい ます。

そのため、「自書申告」推進の一環として、 ご自分の申告書

は自分で記載してい ただくために、サラリーマンの方 を万泉

とした「イ主宅借 入金等 特別控除」、「医療 費控除」及び牟金受若

者の方 を万波 とした「年 金の申 告」の説明会を開催い たします

ので、関係書類を持参の上 、ご 出席ください。 なお、 出席 の

際には、確 定申告書をできるだけ記載しておい てください。
・ 住宅借入金等特別控除 ２月８日㈹ ９：３０～と

■ 医療費控除 ２月９日（水）
１

１３：３０～の

１ 年金の申告 ２月１０日（村 ２回開催

※会場は、 むつ税 務署４Ｆ 会議室（下 北合同庁舎 内：むつ 市

金谷二丁目６－１５）です。

「住宅借入金等特別控除」 と「医療 費控除」 の両 方を

申告される方は「イ主宅 借入金等特別控除」 の日程にご出

席ください。

また、「住宅 借入金等特 別控除」 と「医療費控除」以

外の諸控除を受 けられる方も関係書類を持参の上、 ご出

席ください。

問い合わせ むつ税務署 登⑥３２９４



満１歳おめでとう／／

西 谷 眞 奈
ち。Ａ

（靖人・志絵）大佐井

坂 井 萌 ちぺ

（一尚・智加子）牛 滝

親と子のわくわくサやクル

参加者募集

●活動のテ÷マ／

親と子の対話と心のふれあいを深め、遊びをとおし

て子どもの夢と豊かな心を育てる

●対 象／乳幼児（満１歳以上卜 と親

●活動日／２月３日（木）から３月１６日（木）までの毎週木曜日

９：３０～１１：３０

●活動場所／アルザス しおさいホール

●問い合わせ／教育委員会社会教育課 昔⑩∠凵５０６

戸籍の窓口 １月１５日 現在

Ｏお誕生おめでとう

田川由紀子（ 淳 う 古佐井

宮川 怙 （鉄 也）大佐＃

Ｏご結婚おめでとう
く三戸 裕介 大佐井

木村 仁美 青森市

○おくやみ申し上げます

東出きくゑ（正 美）磯 谷

滝本半次郎（ア キ）長 後

緇間 直文（スミコ）長 後

大沼 勝栄（みつゑ）古佐井

宮川 勇二（鹿島藤引 大佐井

川畑 清江（た ち）矢 越

※個人のプライバシーを尊重す
る意味で、掲載して欲しくな
い方は、届出の際、係に申し
出てください。

佐井村の人口
１２月３１日現在

男 １，６０４ （ ３）

女 １，６０５ （＋ ３）

計 ３ ，２０９ （士 Ｏ）

世帯数 １，１１３ （＋ Ｄ

（ ）内は前月比

第２２回 佐井村小学生卓球大会

第３０回 佐井村卓球選手権大会

日 時…２月２７日㈲午前９時から 参 加 料…１人 ５００円

場 所…佐井中学校体育館 申し込み…当日も受付します

申 し込 み・問い合 わせ

佐井村卓球協会事務局 ・宮澤 ａ Ｒ ２１１１（内線２２）

●ノ丶ス 車 内 で のＥ運賃 の お 支Ｅ払 い

●各 穫ｌ回 娶攵券 の お：求 め は 、
下 言ｉＥＩ委 言モ貝反売 店 を ご 不！ｊｊ≡目
＜ だ さ い 。

［＞イ左井 籠見光；一協会（ア ル ザス 内 ）

［＞磯１谷 … 東 出 商 店
レＪ旻彳麦…５竜 本 商 店

（「ア片回数券」

■５枚買って２ 枚サービス。

■片道５００円以上のバス賃から。

■６５才以上の方に限ります。

お問い合わせは 下 北 交 通 株 式 会 社
本社 〒０３５－００４１青森県むつ市金曲１－８－１２

ａ（０１７５）２３－３１１１
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